
わ
か
あ
ゆ
保
育
園
運
動
会
「
和
っ
し
ょ
い
！
」

N
o

.122

2015.1
1

広
報

●
那
珂
川
町
合
併
10周

年
記
念
式
典
を
開
催
	

2
●
那
珂
川
町
消
防
団
通
常
点
検
	

4
●
那
珂
川
町
職
員
採
用
試
験
（
二
次
募
集
）
案
内
	
7

●「
税
を
考
え
る
週
間
」
の
お
知
ら
せ
	

9
●
青
色
決
算
説
明
会
及
び
白
色
決
算
説
明
会
の
お
知
ら
せ
	10

●
幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会
	

14
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DVD上映の様子

スペシャルライブ

ふるさと大使の任命

佐藤　瑠南さん

　

平
成
17
年
10
月
１
日
に
馬
頭
町
と
小
川
町
が
合
併
し
、
那
珂
川
町
が

誕
生
し
て
か
ら
、
10
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
、
10
月
４
日

に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
町
議
会
議

員
や
行
政
区
長
、
各
委
員
会
委
員
、
各
種
団
体
の
役
員
ほ
か
、
町
民
多

数
の
臨
席
の
も
と
、
那
珂
川
町
合
併
10
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
合
併
10

周
年
を
記
念
し
て
作
成
し
た
「
10

年
の
あ
ゆ
み
」
が
上
映
さ
れ
、
那

珂
川
町
の
10
年
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

第
１
部
で
は
、
小
川
浩
子
教
育

長
の
開
式
宣
言
に
続
き
、
福
島
泰

夫
町
長
か
ら
「
こ
の
10
年
間
は
、

財
政
基
盤
の
確
立
と
新
し
い
ま
ち

　

第
２
部
で
は
、
那
須
小
川
ま
ほ

ろ
ば
太
鼓
の
演
奏
、
工
藤
慎
太
郎

さ
ん
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
町
の
歌

を
会
場
の
全
員
で
合
唱
し
、
会
場

に
は
素
敵
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
歌
声

が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

◆
自
治
功
労
者
表
彰

佐
藤　

憲
一
様
（
健
武
）

藤
田　

正
一
様
（
小
口
）

小
髙　

辰
也
様
（
和
見
）

益
子　

尚
武
様
（
馬
頭
）

石
田　

英
一
様
（
矢
又
）

大
金　

賢
二
様
（
馬
頭
）

古
内　

廣
吉
様
（
小
口
）

小
川　

義
美
様
（
健
武
）

青
柳　

久
子
様
（
三
輪
）

小
髙　

忠
夫
様
（
和
見
）

奈
良　

順
一
様
（
谷
田
）

小
船　

義
実
様
（
大
山
田
下
郷
）

谷
田　

廣
一
様
（
小
口
）

鶴
蒔　

貞
雄
様
（
小
川
）

鈴
木
登
久
夫
様
（
富
山
）

菊
池　

春
夫
様
（
小
砂
）

髙
野　

貢　

様
（
富
山
）

三
森　

利
明
様
（
小
砂
）

益
子　

順
一
様
（
久
那
瀬
）

薄
井　

達
夫
様
（
小
川
）

株
式
会
社　

夢
創
造
代
表
取
締
役
社
長　

野
口　

勝
明
様
（
北
向
田
）

◆
高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈
呈

益
子　

和
弘
様
（
健
武
）

ふ
る
さ
と
大
使

菊
池　

俊
嗣
様
（
東
京
都
在
住
）

本
田
實
恵
子
様
（
東
京
都
在
住
）

嶋　
　

均
三
様
（
那
須
塩
原
市
在
住
）

佐
藤　

彰
紘
様
（
埼
玉
県
在
住
）

奥
津
真
理
子
様
（
神
奈
川
県
在
住
）

鈴
木　

房
雄
様
（
神
奈
川
県
在
住
）

工
藤
慎
太
郎
様
（
埼
玉
県
在
住
）

山
崎
紗
也
夏
様
（
東
京
都
在
住
）

矢
後　

憲
太
様
（
埼
玉
県
在
住
）

玉
川　

克　

様
（
東
京
都
在
住
）

周年記念式典を開催那珂川町合併10

づ
く
り
が
急
務
で
あ
り
、
合
併
後

に
策
定
い
た
し
ま
し
た
那
珂
川
町

総
合
振
興
計
画
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
の

10
年
間
の
歩
み
を
し
っ
か
り
と
踏

ま
え
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
、『
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
つ
く
る
』、『
元
気
で
明
る
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
』、『
人

を
育
む
ま
ち
を
つ
く
る
』、『
活
力

を
お
こ
す
ま
ち
を
つ
く
る
』、『
人

と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち
を
つ
く

る
』、『
と
も
に
考
え
行
動
す
る
ま

ち
を
つ
く
る
』
の
６
つ
の
基
本
目

標
と
し
て
、
第
２
次
那
珂
川
町
総

合
振
興
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
10
年
後
に

は
、『
人
・
も
の
・
自
然
が
融
和

し
、
み
ん
な
で
手
を
取
り
合
い
、

元
気
を
生
み
出
す
ま
ち
』
の
実
現

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
自
治
功
労
者
表
彰
な

ら
び
に
高
額
寄
付
者
感
謝
状
贈
呈

と
し
て
22
名
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
町
の
自
然
と
歴
史
、

文
化
、
産
業
等
の
誇
れ
る
特
性
や

魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発
信
す
る

「
那
珂
川
町
ふ
る
さ
と
大
使
」
に

町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
人
10
名

の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、「
那
珂
川
町
と
私
の
未
来
の

姿
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
佐
藤
瑠
南

さ
ん
（
小
川
）
の
作
文
『
十
年
後

の
那
珂
川
町
と
十
年
後
の
私
』
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
合

併
10
周
年
を
記
念
し
て
作
成
さ
れ

た
町
の
歌
「
心
は
ふ
る
さ
と
～
那

珂
川
町　

町
う
た
～
」
が
作
詞
作

曲
者
で
あ
る
工
藤
慎
太
郎
さ
ん
に

よ
り
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
野
孝
雄
さ
ん
が

　
　

日
本
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

　

現
役
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
に

取
り
組
み
、
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
て
い
る
高
齢
者
を
対
象

に
授
与
さ
れ
る
日
本
ス
ポ
ー

ツ
グ
ラ
ン
プ
リ
を
髙
野
孝
雄

さ
ん
（
富
山
）
が
受
賞
し
ま

し
た
。

　

髙
野
さ
ん
は
、
小
学
校
６

年
生
で
陸
上
競
技
を
始
め
、

現
在
に
至
る
ま
で
73
年
間
、

継
続
し
て
競
技
に
取
り
組
み
、

数
々
の
輝
か
し
い
成
績
を
修

め
ら
れ
ま
し
た
。
85
歳
に
な

っ
た
現
在
も
、
積
極
的
に
体

を
動
か
し
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

栃
木
県
交
通
安
全

　
  

高
齢
者
自
転
車
大
会

　

    
大
山
田
支
部
が
優
勝

　

第
５
回
栃
木
県
交
通
安
全

高
齢
者
自
転
車
大
会
が
10
月

15
日
に
開
催
さ
れ
、
交
通
安

全
協
会
大
山
田
支
部
チ
ー
ム

と
し
て
大
金
仁
一
さ
ん
、
益

子
忠
男
さ
ん
、
屋
代
康
夫
さ

ん
、
屋
代
勝
一
さ
ん
が
出
場

し
、
み
ご
と
団
体
優
勝
し
ま

し
た
。

　

個
人
の
部
で
は
、
大
金
仁

一
さ
ん
が
3
位
、
屋
代
康
夫

さ
ん
が
６
位
、
屋
代
勝
一
さ

ん
が
10
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
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12
月
10
日（
木
）か
ら
馬
頭
分

署
と
小
川
分
署
の
消
防
機
能
全

て
が
新
消
防
庁
舎
「
那
珂
川
消

防
署
」
に
移
転
し
ま
す
。
新
消

防
庁
舎
の
竣
工
式
典
は
12
月
17

日
に
行
わ
れ
る
予
定
で
、
新
体

制
の
「
那
珂
川
消
防
署
」
と
し

て
、
平
成
28
年
１
月
１
日
か
ら

運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

同
消
防
署
は
、
両
分
署
の
組

織
を
統
合
し
た
職
員
を
配
置
し
、

緊
急
時
に
備
え
、
高
規
格
救
急

車
２
台
で
運
用
し
、
管
内
の
救

急
事
故
に
迅
速
に
対
応
す
る
ほ

か
、
敷
地
内
に
は
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
専
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
も
整

備
さ
れ
ま
す
。
ま
た
消
防
操
法

の
訓
練
ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
整
備

さ
れ
ま
す
。

　

新
消
防
庁
舎
の
完
成
に
よ
り
、

消
防
力
の
充
実
強
化
を
図
り
、

地
域
の
安
心
と
安
全
を
守
る
重

要
な
防
災
拠
点
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先　

○
火
事
と
救
急
・
救
助
は

「
１
１
９
」

○
12
月
10
日（
木
）よ
り
、

一
般
的
な
連
絡
は

☎
０
２
８
７（
９
２
）２
８
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
２
８
７（
９
２
）２
８
４
４

問
い
合
わ
せ

南
那
須
地
区
広
域
行
政
事
務

組
合
消
防
本
部

☎
０
２
８
７（
８
２
）２
０
０
９

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
、
全

国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

建
物
火
災
で
は
、
犠
牲
者
の
約

６
割
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
、
そ

の
原
因
の
多
く
が
火
災
に
気
づ
く

の
が
遅
れ
、
逃
げ
遅
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
火
災
を
早
期
に

発
見
す
る
に
は
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
大
変
有
効
で
す
。
消

防
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
21
年

６
月
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
住
宅

用
火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い

る
場
合
と
設
置
さ
れ
て
い
な
い
場

合
で
は
、
被
害
状
況
（
死
者
数
・

焼
損
床
面
積
・
損
害
額
）
が
概
ね

半
減
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
設
置
し

て
い
な
い
方
は
、
火
災
か
ら
身
を

守
る
た
め
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
27
年
度
那
珂
川
町
消
防
団

（
荒
井
諭
団
長
、
団
員
４
８
５
名
）

通
常
点
検
が
10
月
25
日
、
馬
頭
運

動
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
福
島
泰
夫
町
長
の

点
検
者
宣
言
に
よ
り
通
常
点
検
を

開
始
し
、
馬
頭
中
学
校
少
年
消
防

隊
、
小
川
中
学
校
少
年
消
防
隊
も

消
防
団
と
と
も
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し

た
行
動
で
人
員
並
び
に
服
装
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

　

機
械
器
具
点
検
に
続
い
て
、
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法

が
行
わ
れ
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

操
法
終
了
後
、
団
員
の
み
な
さ

無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く
れ
ん
ぼ

（
平
成
27
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　
本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
暖
房
器
具
の
使
用
に
よ
り
室
内
に
お
い
て
も
空
気
が
乾
燥
し
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
火
災
予
防
の
知
識
を
持

ち
、
火
災
に
よ
る
悲
惨
な
焼
死
事
故
や
貴
重
な
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で

ん
は
、
福
島
町
長
か
ら
「
消
防
団

員
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

有
事
の
際
に
は
い
ち
早
く
現
場
に

か
け
つ
け
、
活
動
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い

時
期
に
な
り
ま
す
が
今
後
と
も
、

町
の
安
全
・
安
心
の
た
め
に
ご
尽

力
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
訓
示
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
荒
井
団
長
か
ら
は
、「
通

常
点
検
を
振
り
返
り
、
各
自
来
年

に
向
け
活
動
し
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
激
励
が
あ
り
ま
し
た
。

　

点
検
後
、
馬
頭
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
先
導
に
よ
り
役
場
前
通
り
を

分
列
行
進
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
点
検
時
に
栃
木

県
知
事
、
県
消
防
協
会
長
や
同
南

那
須
支
部
長
な
ど
か
ら
表
彰
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。　　

（
敬
称
略
）

供
え
は
万
全
！

那
珂
川
町
消
防
団

通
常
点
検
を
執
行

馬
頭
分
署
と
小
川
分
署
が
統
合
し

　
　
那
珂
川
消
防
署
が
誕
生
し
ま
す

勤
続
章
（
20
年
）

副
団
長　

青
木　

哲
也

大
金　

貴
之

（2）　

小
松　
　

浩
（2）

大
森　

一
博

（5）　

塙　
　

朋
徳
1-2

滑
川　

真
一
2-2　

藤
田　

寿
彦
4-1

磯
野
日
出
夫
4-2　

髙
野　

俊
明
4-5

荒
井　

直
樹
5-1　

小
森　

知
也
5-1

星　
　

直
人
5-2　

渡
邉　

博
之
5-3

星　
　

友
佳
6-1　

森   　

周
一
6-3

渋
谷　

直
樹
6-4　

石
田　

一
也
6-4

菊
地　

和
彦
7-2

勤
続
章
（
15
年
）

針
ヶ
谷
智
之
1-1　

星　
　

大
介
1-6

益
子　

勝
宏
3-3　

橋
本　

和
博
3-3

益
子　

和
洋
3-3　

大
森　

広
伸
4-1

岡　
　

幸
保
2-3　

渡
辺　

幸
雄
4-2

薄
井　

直
幸
4-3　

薄
井　

健
則
4-3

髙
村　
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　平成 27 年 10 月から、日本国内の全
住民に、一人ひとり異なる 12 桁の番  
号「マイナンバー」が通知されます。
　マ イ ナ ン バ ー の「通 知 カ ー ド」は、
11 月末日までに、簡易書留（転送不要）
で、住民票に記載された住所地に世
帯ごとに送付される予定です。
　那珂川町に住所がある世帯で、11
月末までに、お手元に届いていない
場合は、下記へお問い合わせください。

問い合わせ　
住民生活課戸籍住民係　
☎ 0287-92-1112

　町では、結婚されたお二人や赤ちゃんの誕生を
お祝いする気持ちを込めて、那珂川町に「婚姻届」「出
生届」を提出する方のうち希望者に、那珂川町地域
おこし協力隊デザインの「オリジナル記念証」をプ
レゼントいたします。

【申請期間】
　婚姻および出生の届出日からおおむね３週間以内

【申請できる人】
　那珂川町に婚姻届や出生届を提出した人

【申請方法】
　交付申請書に記入の上、住民生活課戸籍住民係
または総合窓口課町民係へ提出して下さい。
※�申請書は、町ホームページからダウンロードするか窓

口においてあるものをご利用ください。

人権擁護委員さんを
紹介します

　平 成 27 年 10 月 1 日 付 け
で、石川周一氏（再任）が法
務大臣より人権擁護委員と
して委嘱されました。
　国民に保障されている基
本的人権を擁護し、自由人
権思想の普及高揚に努める
ことを職務としています。

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」週間です

　11月12日から25日までの2週間は国の男女共同参画推進本部が定める「女性に
対する暴力をなくす運動」週間です。
　暴力は、相手の性別や加害者と被害者の間柄を問わず、決して許されるものでは
ありません。配偶者等からの暴力、性犯罪、ストーカー行為、売買春、人身取引、
セクシュアル・ハラスメント等の性に対する暴力は、女性の人権を侵害するもので
あり、男女共同参画社会を実現していく上でも、克服すべき重要な課題です。
　皆さんも、女性に対する暴力の問題や、男女のパートナーシップについて、この
機会に考えてみてください。
	 問い合わせ　生涯学習課生涯学習係　☎0287-96-2116

問い合わせ　住民生活課戸籍住民係　☎ 0287-92-1112

【特設人権相談】

場所　馬頭総合福祉センター
日時　12月9日（水）　
午前9時30分～11時30分

【街頭啓発】

場所　かましん馬頭店駐車場、
　　　リオン・ドール小川店駐車場
日時　12月4日（金）　午後4時～

【申請時間】
　平日の午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分まで（土
日祝祭日不可。水曜日のみ午後 6 時まで申請可能）

【手数料】
　無料。ただし、発行は、届書１枚につき記念
証１枚のみです。
※�婚姻および出生の届書を提出する際に、届書

の写し等を持参した方には、「日付入り　なか
ちゃんオリジナル記念スタンプ」を押印します。
ご希望の方は、窓口担当者に申し出てください。

　なお、押印できるのは、開庁時間内のみに限
らせていただきます（土日・祝日を除く）

【問い合わせ】
　住民生活課戸籍住民係　☎ 0287-92-1112

【マイナンバー】通知カードが
届いていない世帯の方へ

「婚姻記念証」「出生記念証」を発行します

「第67回人権週間」　
特設人権相談・街頭活動実施のお知らせ

那珂川町職員採用試験（二次募集）案内

有料広告スペース（申し込み☎0287－92－1114）

◎年中無休 
◎予 約 制 

「ペット霊園那須烏山」 
緑に囲まれた墓地公園・広々とした安らぎの園 
☆火葬（最新ペット専用火葬炉）完備
☆合同墓地・個別墓地・納骨堂完備
※小動物から超大型犬（40kg以上） 
〒321-0526 那須烏山市田野倉６６０－１ 

０１２０－８２－３３９１ 
（代表取締役 塩野目省三） 

フリーダイヤル 

http://www.petreien-nasukarasuyama.com/ 

「マイナンバー制度」Q＆A
Q自分のマイナンバーを取り扱う際に気をつけ
ることは何ですか？

Aマイナンバーは生涯にわたって利用する番号のた
め、通知カードや個人番号カードを含め、大切に扱
ってください。また、行政手続きや勤務先にマイナ
ンバーを提示する以外は、マイナンバーを他人に教え
ないようにしてください。

平成28年4月1日採用の那珂川町職員を次のとおり募集します。

職種・採用予定人員・受験資格

職種・
採用人数

受　験　資　格

一般
事務Ａ

（2名程度）

①平成元年4月2日から平成10年4月1日まで
に生まれた者で､　高等学校卒業又は同
程度の学力を有する者

一般
事務Ｂ
（1名）

①昭和55年4月2日から平成10年4月1日まで
に生まれた者で､　高等学校卒業又は同
程度の学力を有する者

②自力により通勤でき、介助者なしに一般
事務職として職務遂行が可能な者

③活字印刷の文による出題に対応できる者
④視覚機能障害､聴覚機能障害､音声･言語

機能障害､内部機能障害または肢体不自
由者で身体障害者手帳の交付を受けてい
る者

⑤聴覚機能障害においては、補正器具等の
使用により通常の電話や窓口の応対に対
応できる者

保育士
（2名程度）

①昭和60年4月2日から平成8年4月1日まで
に生まれた者

②保育士資格取得者又は資格取得見込みの
者

③ただし、幼稚園教諭２種免許状以上取得
者又は取得見込みの者

第1次試験

試験日 場　所 内　容
12月12日
（土）

馬頭総合福祉セ
ンター

教養試験、作文試
験、適応性検査

第2次試験

試験日 場　所 内　容

12月21日
（月）

小川総合福祉セ
ンターすこやか
共生館

口述試験（保育士は
実技試験あり）、
健康検査（診断書提
出）

受付期間
10月28日（水）～11月30日（月）　
午前8時30分～午後5時15分

（土日、祝日を除く）
※郵送の場合、11月30日消印有効
申込用紙請求方法
・本庁総務課又は小川庁舎総合窓口課において配布
・郵送の場合は、封筒の表に｢採用試験申込用紙請求｣と
朱書きし、120円切手を貼った宛先明記の返信用封筒（A4
サイズ）を同封のうえ下記まで請求する。
・町のホームページからのダウンロード　
http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp
申込及び問い合わせ
〒324-0692　那珂川町馬頭409番地
那珂川町役場総務課行政係　☎0287–92–1111
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　国税庁では、マイナンバー制度の導入を契機とし
て、住宅ローン控除等の申告手続における住民票の添
付省略など、納税者利便の向上に向けた検討を行って
います。
　法人番号は、個人番号と異なり利用範囲に制限がな
く、社会的なインフラとして官民問わず幅広い分野で
利活用されることが重要です。国税庁では、関係省庁
と連携を図りつつ、国・地方の各行政機関や民間団
体に対して、「わかる。つながる。ひろがる。」を
キャッチフレーズに制度説明や利活用の働きかけに取
り組んでいます。
○e-Tax
　スマートフォンやタブレットによる納
付手続等のサービスを開始したほか、添
付書類のイメージデータによる提出など
更なる利便性の向上に向けた施策に取り
組むこととしています。

平成27年度上半期分の

町の財政状況を公表します。

歳入総額
48億7,324万円

歳出総額
36億4,124万円

（前年度繰越　2億6,058万円含む）

一般会計予算　100億3,128万円

特 別 会 計

「税を考える週間」のお知らせ
平成27年11月11日（水）～17日（火）は、「税を考える週間」です。

テーマ「税の役割と税務署の仕事」
～「税を考える週間」とは～
　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、税務行政に対する知識と理解を深めていただくため、１年を通じ
て租税に関する啓発活動を行っていますが、毎年11月11日から17日を「税を考える週間」として、集中的に様々
な広報広聴施策を実施しています。

1.国税庁ホームページによる広報
　国税庁ホームページ内の「ご紹介します　税の役割と税務署
の仕事」を「税を考える週間」の実施に合わせて更新します。
・イラストやグラフで見る税の役割と税務署の仕事
・動画で見る税務署の仕事
・国税庁の取組紹介
2.SNSを利用した広報
・ツイッターによる情報発信
3.講演会の実施や関係民間団体等との連携
　社会人や大学生を対象とした講演会や説明会を実施します。
また、関係民間団体・地方公共団体等と連携して、各種イベン
トを全国各地で実施します
4.社会保障・税番号制度の導入など国税庁の取組を紹介します
・��社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入
社会保障・税番号（マイナンバー）制度の導入に伴い、国税庁は、
法人番号の付番機関となるとともに、個人番号及び法人番号の
利活用機関となりました。

税に関する情報は国税庁ホームページ　www.nta.go.jp
国税分野におけるマイナンバー制度に関する情報は　www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm
国税庁法人番号公表サイト　www.houjin-bangou.nta.go.jp（平成27年10月開設）

市町村税徴収強化月間2015冬
◆県内一斉の取組
　納税の公平と税収の確保を図るため、11～12月を「市
町村税徴収強化月間2015冬」として、栃木県との協働に
より、県内一斉に徴収の強化に取り組みます。
◆一人ひとりが那珂川町を支える
　皆さんが納めた税金が町の行政サービスを支えていま
す。納税しない人が増えると生活に必要な様々な事業が
行えなくなります。
◆自主的な納付
　町は、自主的な納税を期待しています。期限を過ぎて
も納付がない場合は財産の滞納処分（預金、給与等の差押・
公売など）をしなければなりません。差押財産の調査のた
め、滞納者の住居や事業所の捜索、自動車差押のための
タイヤロック（写真）をすることもあります。
　滞納処分をしなくてもよいように、皆さんの自主的な
納税をお願いします。

問い合わせ　税務課管理収税係　☎ 0287-92-1120

町では税収確保に向け、
次のような取組を
行っています

納税相談　�市町村税を納期限内に納めることが困難な方の
相談を受け付けています。

納税催告　�納期限を過ぎても納付がない方に対し、督促
状・催告書等の送付、電話催告、自宅訪問、勤
務先訪問を行います。

財産調査　�滞納者の財産について、官公署、金融機関、保
険会社、通信機関等に対し調査を行います。

給与調査　�滞納者の給与を差押するため、勤務先に対し給
与の調査を行います。

差押処分　�不動産・預貯金や生命保険、給与のほか、自動
車などの差押を行います。差押後も納付されな
い場合、差押財産の公売・取立を行います。
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その他の内訳
寄付金 1,433万円
地方譲与税 2,841万円
ゴルフ場利用税交付金 1,907万円
財産収入 1,707万円
自動車取得税交付金 693万円
地方特例交付金 434万円
利子割交付金 113万円
交通安全対策特別交付金 65万円
配当割交付金 160万円

計 9,353万円

会計名 予算額 収入済額 収入率 支出済額 支出率
① ケーブルテレビ事業特別会計 5億825万円 2億4,298万円 47.8% 1億8,511万円 36.4%
② 国民健康保険特別会計 25億円 11億5,565万円 46.2% 10億6,859万円 42.7%
③ 後期高齢者医療特別会計 1億9,900万円 7,476万円 37.6% 6,502万円 32.7%
④ 介護保険特別会計 18億6,300万円 7億8,586万円 42.2% 7億3,523万円 39.5%
⑤ 下水道事業特別会計 3億1,100円 1億8,707万円 60.2% 1億1,860万円 38.1%
⑥ 農業集落排水事業特別会計 4,900万円 2,719万円 55.5% 1,782万円 36.4%
⑦ 簡易水道事業特別会計 2億3,000万円 1億1,887万円 51.7% 6,409万円 27.9%

計 56億6,025万円 25億9,238万円 45.8% 22億5,446万円 39.8%
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平成27年分　青色決算説明会及び白色決算説明会のお知らせ
　氏家税務署では、青色申告決算書、収支内訳書の作成方法や作成に当たっての注意点などについて、下記の
とおり説明会を開催します。対象地区以外の会場でも出席できますので、ご都合に合わせてご出席ください。
　説明会で使用する資料は、当日、会場で配付します。

【青色決算説明会】
開催日 開催時間 対象者 会　　場 対象地区
12月2日
（水）

午前10時～12時 農業所得関係
矢板市文化会館（小ホール）

矢板市
塩谷町午後２時～４時 営業・不動産所得関係

12月3日
（木）

午前10時～12時 農業所得関係
那珂川町小川総合福祉センター

（あじさいホール） 那須烏山市
那珂川町

午後２時～４時 営業・不動産所得関係
那珂川町小川総合福祉センター
すこやか共生館（多目的集会室）

12月8日
（火）

午前10時～12時 農業所得関係
さくら市氏家公民館（ホール）

さくら市
高根沢町午後２時～４時 営業・不動産所得関係

【記帳制度適用者決算説明会】
開催日 開催時間 対象者 会　　場 対象地区
12月9日
（水）

午前10時～12時 農業所得関係
さくら市氏家公民館（ホール） 全市町

午後２時～４時 営業・不動産所得関係

【問い合わせ】氏家税務署（個人課税第一部門）　☎028–682–3313（ダイヤルイン）
　　　　　　　 ※決算説明会に関するご相談である旨をお伝えください。

　「平成27年分給与所得者の年末調整事務及び法定調書の書き方等」についての説明会を下記の
とおり開催します。

①11月17日（火）矢板市文化会館　小ホール
②11月18日（水）那須烏山市烏山公民館
③11月19日（木）小川総合福祉センター
	 すこやか共生館
④11月20日（金）さくら市氏家公民館

※時間はいずれも午後２時～午後４時
※説明会にお越しの際は、11月上旬にお送りした封筒をお持
　ちください。

【問い合わせ】氏家税務署　法人課税部門
　　　　　　　☎028–682–3311　
	 ※自動音声案内の「２」をお選びください。

平成27年分　年末調整説明会のお知らせ

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額
が社会保険料控除の対象となります。その年の1月1日から
12月31日までに納付した保険料が対象です。
　この社会保険料控除を受けるためには、納付したことを証
明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成27年1月1日から9月30日までの間に国民
年金保険料を納付された方については、「社会保険料（国民年
金保険料）控除証明書」が本年11月上旬に日本年金機構本部
から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必ずこ
の証明書（又は領収証書）を添付してください。
　また、10月1日から12月31日までの間に今年はじめて国
民年金保険料を納付された方については、翌年の2月上旬に

送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告して
ください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についての
ご照会は、下記の番号にお問い合わせください。
【控除証明書専用ダイヤル】
（平成27年11月4日～平成28年3月16日）
☎0570–058–555（ナビダイヤル）
※050から始まる電話でおかけになる場合は下記へ
　☎03–6700–1144

　≪償却資産を所有する事業主の皆様へ≫

≪家屋の新築、増築及び取り壊しについて≫

住民基本台帳ネットワークシステムの一部取扱業務停止のお知らせ

　固定資産税の対象となる資産には、土地、家屋の他に事業のために用いる償却資産（機械、器具、備品や構築物等、
他の地方税が課税されていない事業用資産）があります。償却資産を所有している方（会社や個人で工場や商店、
農業などを経営している方）は、毎年、1月1日（賦課期日）現在所有している償却資産について申告しなければ
なりません（地方税法第383条）。本年度分の申告をされた方には、12月中に来年度分の申告書を送付いたしま
すので、申告をよろしくお願いいたします。なお、新規開業等で来年度分より申告される方は、税務課までご
連絡ください。申告書を送付いたします。

　平成27年中に家屋を新築（増築）した場合、平成28年度より固定資産税が課税となります。新築された家屋
の適正な評価額を求めるために家屋調査が必要となりますので、お手数でも税務課までご連絡ください。
　また、家屋を取り壊し（一部解体を含む）した場合には、家屋滅失届の提出をお願いいたします。
◆問い合わせ　税務課資産税係　☎0287–92–1120

　住民基本台帳システムの更新に伴い、住民基本台
帳ネットワークシステムの運用を停止する必要があ
るため、次の手続きができなくなります。必要な方
は早めの手続きをお願いいたします。

【業務停止期間】　

　11月18日（水）～11月19日（木）

【取り扱いできない業務】
　●広域交付住民票
　●住民基本台帳カードによる転入・転出
　（特例転入・特例転出）
　●住民基本台帳カードの発行・交付・廃止など
　●公的個人認証の登録・廃止など
【問い合わせ】　

　住民生活課戸籍住民係　　☎0287–92–1112

　再生可能エネルギー（太陽光）発電設備（畜電装置、変電・送電設備を含む）で下記に該当するものは、固定資
産税（償却資産）に該当します。該当する太陽光発電設備を設置した方には、12月中旬に申告書を送付いたしま
すので税務課までご連絡ください。
■該当設備：発電量10ｋｗ以上で全量売電のもの
※�「電気事業者による再生可能エネルギー電気の調達に関する特別措置法」に規定する認定を受け、全量買取の対象となるものは、

固定資産税の特例が受けられます。
※発電量10ｋｗ未満で、自家使用後の余剰分が買取りの場合は対象外となります。
◆問い合わせ　税務課資産税係　☎0287–92–1120

償却資産の対象となるもの
①構築物（屋外広告物、舗装路面（駐車場舗装、構

内舗装）、固定資産税・家屋の課税対象とならな
い工作物など）

②機械及び装置（包装機、加工機、精米機など）
③船舶、航空機
④車両及び運搬具（大型特殊自動車など）
⑤工具、器具、備品等（事務機器、陳列棚、冷蔵

冷凍庫、厨房用品など）

償却資産の対象とならないもの
①無形減価償却資産
②使用可能期間１年未満の資産
③少額償却資産
④一括償却資産
⑤自動車税及び軽自動車税の対象となるもの
※③④の場合であっても、個別の資産ごとの耐用年数

により通常の減価償却を行っているものは課税の対
象となります。

太陽光発電設備を設置された方
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第
10
回
南
那
須
地
区
音
楽
祭
が
10
月
６
日

に
町
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
南
那
須
地

区
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
一
般
参

加
者
の
方
々
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

当
町
か
ら
出
場
し
て
、
入
選（
優
秀
賞
）し

た
学
校
は
、
県
音
楽
祭
に
出
場
し
ま
し
た
。

入
選
（
優
秀
賞
）

　

馬
頭
西
小
学
校
（
合
奏
）

　
「
テ
キ
ー
ラ
」

　

小
川
中
学
校
（
合
唱
）

　
「
森
の
狩
人
ア
レ
ン
」

　

合
併
10
周
年
を
記
念
し
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
10
月
１
日
に
役
場
本

庁
舎
と
小
川
庁
舎
で
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
は
、「10th 

anniversary 2015

」
と
い
う
文
字
と
バ
イ

ク
に
乗
っ
て
い
る
な
か
ち
ゃ
ん
、
那
珂
川
や

鮎
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
お
り
、
限
定
１
０
０

枚
が
先
着
で
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
初
日
は
、
受
付
時
間
に
並
ん
で
い
た

だ
い
た
方
に
整
理
券
を
配
布
し
、
抽
選
で
１

番
か
ら
順
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。
１
番
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

受
け
取
っ
た
網
野
光
春
さ
ん（
和
見
）は
、「
子

ど
も
の
た
め
に
来
た
の
で
、
喜
ぶ
と
思
う
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
連
携
事
業

で
、
９
月
27
日
県
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
で

サ
ッ
カ
ー
教
室
及
び
サ
ッ
カ
ー
観
戦
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
に
は
、
17
名
の
町
内
の
小

学
生
が
参
加
し
、
栃
木
Ｓ
Ｃ
の
選
手
か
ら
指

導
を
受
け
ま
し
た
。
学
年
ご
と
に
分
か
れ
て

始
ま
っ
た
教
室
は
、
相
手
を
確
認
し
て
か
ら

パ
ス
を
す
る
な
ど
の
基
本
的
な
指
導
を
受
け

た
後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
通
し
、
選
手
と
一
緒

に
試
合
を
楽
し
み
な
が
ら
、
実
戦
の
中
で
指

導
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、「
プ
ロ
の
選

手
に
指
導
を
し
て
も
ら
い
楽
し
か
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
試
合
観
戦
で
は
、

初
め
て
ス
タ
ジ
ア
ム
で
試
合
を
観
戦
す
る
子

ど
も
た
ち
が
多
く
、
試
合
の
迫
力
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。

　

町
内
で
「
福
祉
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
元

気
な
地
域
づ
く
り
」
な
ど
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
36
団
体
が
集
い
、
福
祉
の
輪
を

人
の
「
和
」
で
つ
な
ぐ
「
福
祉
ま
つ
り
」
が

10
月
４
日
に
小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
す
こ

や
か
共
生
館
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
学
生
が
描
い
た
絵
画
展
「
ふ
く

し
の
ま
ち
絵
手
紙
展
」
や
各
種
相
談
会
、
ま

つ
り
グ
ル
メ
販
売
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
緑
化

推
進
の
「
苗
木
配
布
」
で
は
、
今
年
は
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
が
配
布
さ
れ
、多
く
の
人
が
集
ま
り
、

長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

大
内
の
戸
隠
神
社
秋
季
例
大
祭
が
10
月
10

日
・
11
日
に
行
わ
れ
、
屋
台
と
山
車
が
４
年

ぶ
り
に
地
区
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
に
作
ら
れ
た
と
い
う
下
組
の
彫

刻
屋
台
と
飾
り
人
形
を
つ
け
た
仲
組
、
上
組

の
山
車
が
繰
り
出
し
、
大
勢
の
氏
子
に
引
か

れ
な
が
ら
大
内
地
内
を
巡
行
し
、
馬
頭
東
小

学
校
に
３
台
が
勢
ぞ
ろ
い
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
宵
祭
が
行
わ
れ
、
模
擬
店
や
カ
ラ
オ
ケ
、

余
興
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
余
興
の
最
後
に
は
、
各
地
区
の
お
囃
子

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
こ
の
日
の

た
め
に
帰
省
し
た
方
も
多
く
、
終
始
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

那
珂
川
町
合
併
10
周
年
を
記
念
し
て
、
山

の
中
や
自
然
の
中
を
走
る
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ

ン
グ（
ト
レ
ラ
ン
）が
小
砂
地
区
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ミ
ド
ル
コ
ー
ス（
約
20
㎞
）・
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス（
約
７
㎞
）・
ハ
イ
キ
ン
グ
の
三
つ
の

コ
ー
ス
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。
ミ
ド
ル
・
シ
ョ
ー
ト

コ
ー
ス
の
上
位
入
賞
者
に
は
、
小
砂
焼
き
で

作
ら
れ
た
優
勝
カ
ッ
プ
や
小
砂
ホ
タ
ル
米
な

ど
の
賞
品
が
藤
澤
実
実
行
委
員
長
か
ら
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
「
お
母
ち
ゃ
んCafé

」
に
よ
る
地

元
の
食
材
を
使
っ
た
田
舎
料
理
も
ふ
る
ま
わ

れ
、
参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
美
味
し
い
手
料

理
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
17
日
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い

ホ
ー
ル
で
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
第
23

回
特
別
展
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
町
と
大
田
原
市
の
な

す
風
土
記
の
丘
資
料
館
の
合
同
開
催
で
、
現

在
展
示
さ
れ
て
い
る
特
別
展
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
、
４
人
の
先
生
方
に
講
演
を
い
た
だ
い

た
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
先

生
方
が
参
加
者
の
質
問
に
答
え
な
が
ら
、
古

代
の
集
落
や
役
所
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
話

が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
熱
心
に
メ

モ
を
取
り
な
が
ら
、
貴
重
な
話
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

藤
田
製
陶
所
を
会
場
に
10
月
17
日
、
第
10

回
小
砂
野
焼
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
田
眞
一
実
行
委
員
長
か
ら
「
み
な
さ
ん

の
お
か
げ
で
毎
年
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
後
、
縄
文
式

の
火
入
れ
が
行
わ
れ
、
祭
り
が
始
ま
り
ま
し

た
。
焼
き
上
が
る
ま
で
の
間
、
小
川
リ
コ
ー

ダ
ー
愛
好
会
に
よ
る
リ
コ
ー
ダ
ー
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
やO

liO
li

ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
に

よ
る
合
唱
な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
野
焼
き
踊
り
コ
ン
テ

ス
ト
」
で
は
「
な
か
ち
ゃ
ん
音
頭
」
に
合
わ

せ
、
参
加
者
が
思
い
思
い
に
踊
り
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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10
月
10
日
に
ひ
ば
り
幼
稚
園
、
小
川
幼
稚
園
、
10
月
18
日
わ
か
あ
ゆ
保
育
園
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
園
児
た
ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
か
け
っ
こ
や
お
遊
戯
に
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
大

き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。２人の息はピッタンコ

オリンピア

よ～くと　ねらって

Go!Go! サーフィン

それ行け ! デカパン‼

かけっこ

幼
稚
園
・
保
育
園
で
運
動
会

収
穫
の
秋
　
稲
刈
り

ひ
ば
り
幼
稚
園

　
小
川
幼
稚
園
　
　
わ
か
あ
ゆ
保
育
園

小
砂
里
山
農
業
体
験

「
棚
田
オ
ー
ナ
ー
ク
ラ
ブ
」
稲
刈
り

　

９
月
27
日
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
ク

ラ
ブ
の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
昔
な
が

ら
の
手
刈
り
で
稲
を
刈
り
、
は
ざ

掛
け
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
一

人
で
あ
る
川
口
美
穂
さ
ん（
那
須

塩
原
市
）は
「
田
ん
ぼ
が
ぬ
か
る

ん
で
い
て
、
思
っ
た
よ
り
も
大
変

だ
っ
た
。
出
来
た
お
米
は
家
族
や

親
戚
、
友
達
に
食
べ
さ
せ
た
い
」

と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

in
那
珂
川
２
０
１
５
秋
稲
刈
り

　

10
月
10
日
に
は
、
町
民
と
外
国

人
と
の
交
流
を
深
め
る
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
in
那
珂
川

の
稲
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
に
は
、
作
新
学
院
大
学
の

留
学
生
や
県
内
外
の
外
国
語
指
導

助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）な
ど
7
ヶ
国
15
名
、

町
内
の
児
童
や
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
々
が
稲
刈
り
に
参
加
し
ま
し
た
。

保育園・幼稚園の再編整備を検討しています
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　町では、町民の皆様がこれからもずっと「安心して子どもを生み、育て、子育てに喜びを感じることができ
る」環境づくりのため、町立の保育園と幼稚園を再編し、「幼保連携型認定こども園」の整備に向けた準備を
しています。

【幼保連携型認定こども園】

【幼保連携型認定こども園とは？】
　『幼保連携型認定こども園』は、保育所と幼稚園
のそれぞれの良いところを活かしながら、教育・保
育を一体的に行う施設です。育児相談などの子育て
支援を行い、家庭で子育て中の方も支援します。
　就学前の教育・保育が総合的・一体的に提供され
るため、質の高い教育・保育が提供されます。
また、３歳以上の子どもたちは、１号認定と２号認
定の子どもが一緒のクラスで活動することにより、
それぞれの年齢に応じた、一定規模の集団が確保さ
れ、子ども同士が育ち合い、学び合い、仲間づくり
などの面での環境が整備されます。

【保育所等施設整備の方向性】
　平成27年2月に町で策定した、「子ども・子育て支援プラン」では、「就学前の子どもに一体的に統一した教育・
保育を提供するとともに、施設の老朽化への対応、定員の適正化を図るため、町立の保育園、幼稚園を再編し、
併せて認定こども園の整備を推進する」とされており、今後の児童数の減少や入園児の見込みなどを検討した上で、
現在の保育園・幼稚園を全て廃止し、新たに幼保連携型認定こども園として、施設の整備を図っていきます。
　教育・保育サービスの充実や地理的な条件、現在の保育園・幼稚園の状況などを総合的に検討し、平成29年
を目標として、現在の施設（ひばり幼稚園、馬頭中央保育園、わかあゆ保育園）を活用しながら、馬頭地区2施設、
小川地区1施設を整備していく予定です。
　町の再編整備計画については、「第２次那珂川町保育所等再編整備計画」（案）を策定し、パブリックコメント
を実施しています。

問い合わせ　健康福祉課　☎0287-92-1119　学校教育課　☎0287-96-2114

 【幼保連携型認定こども園での生活（例）】

0・1・2歳 時間 3・4・5歳
3号認定 1号認定 2号認定

｢保育｣を必要
とする子ども

｢教育｣を希望
する子ども

｢ 保育 ｣ を必要
とする子ども

登園 朝

夕

登園 登園

☆活動
おやつ

☆�カリキュラムにそった教育活動
1号認定・2号認定の子どもが、
一緒のクラスで活動します

昼食 昼食

お昼寝
自由遊び
順次降園

お昼寝などで
身体を休める

おやつ おやつ
自由遊び 自由遊び
順次降園 順次降園
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健康管理センターからのお知らせ

問い合わせ：健康管理センター  ☎ 0287－92－118８

きらきらベビー
　12月の内容はスクラップブッキングで
す。赤ちゃんの写真、家族の写真を可愛
くデコレーションして残してみませんか？
日時：12月15日（火）　午前10時～11時30分

場所：健康管理センター

内容：スクラップブッキング　

持ち物：写真（３～5枚程度。切り抜いてもい

いもの）、シール、リボン等デコレーションし

たいもの

料金：材料費100円がかかります

※事前の申し込みが必要です。
　たくさんの方の参加をお待ちしています。

☆冬の健康講座☆
11月18日（水）　10:30～11:30
　冬の病気からお子さんを守るための予防策や
乾燥から守るスキンケアなどを保健師さんから学
びましょう。
講師　保健師
申し込み　11月13日（金）まで　　

☆親子ビクス☆
11月25日（水）　10:30～11:30
　親子で楽しく体を動かして、リフレッシュをしましょう。
講師　　玉木尚子先生　　　　　　　　　　　
服装　　活動しやすい服装で来てください。
場所　　すこやか共生館（多目的集会室）
申し込み　　11月20日（金）まで

☆子育て相談☆
12月  2日（水）　10:00～12:00　
　お子さんを遊ばせながら大喜先生とお話しま
せんか？気軽に遊びに来てください。
申し込み	 11月27日（金）まで

☆親子料理教室☆
12月  9日（水）　10:30～12:00
　お子さんと一緒に料理教室に参加して、楽しく

“食”への関心を育てましょう。　
先着	 5組　　　　　
申し込み	 12月  4日（金）まで　　　　

子育て支援センター わかあゆわかあゆ ☎0287－96－5223

☆みんなで遊ぼう☆
みんなで一緒に子育てを楽しみましょう。

開始時刻10:30～
11月20日（金）	2歳児集まれ！！
11月27日（金）	3歳児集まれ！！
12月  4日（金）	0歳児集まれ！！
12月11日（金）	1歳児集まれ！！

センターは、0歳から
就学前のお子さんとご家族の方が

一緒に遊べる場所です。親子のふれあい、
交流の場、育児相談、情報交換の場として

気軽にご利用ください。
利用時間　月曜日～金曜日

9:00～17:00

インフルエンザ予防接種が始まりました
対象者：

・接種当日、満65歳以上の方

・�60歳以上65歳未満の方であって、心臓・じん臓・呼吸器・免

疫機能の障害で、身体障害者手帳１級をお持ちの方

接種期間：平成28年2月29日（月）まで	

	 （12月末までの接種をおすすめします）

料金：無料（4500円は町が負担します）

接種方法：�町内医療機関で接種希望の方は、予約し接種して下さい。

町内医療機関：�飯塚医院・上野医院・坂本クリニック・白寄医院・

高野病院・佐藤医院・鈴木整形外科

※�町外の医療機関や施設で接種希望の方は、接種を受ける前に

必ず健康管理センターへ連絡してください。

●児童虐待防止対策
　現在、親などによる子どもの虐待が深刻な社
会問題になっています。「すべての児童は、心
身ともに健やかにうまれ、育てられ、その生活
を保障される」と児童憲章にうたわれているよ
うにすべての子どもが虐待を受けずに、健やか
に成長できる社会を目指しています。
●虐待とは…

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、
激しく揺さぶる、やけどを負わせる、
溺れさせる　など

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見
せる、ポルノグラフィの被写体にす
るなど

ネグレクト

家に閉じ込める、食事を与えない、
ひどく不潔にする、車の中に放置す
る、病気でも病院に連れていかない　
など

心理的虐待
言葉による脅し、無視、他の兄弟と
著しく差別する、子どもの目の前で
家族に対して暴力を振るう　など

●乳幼児揺さぶられ症候群
～赤ちゃんを激しく揺さぶらないで～
　赤ちゃんがなにをしても泣きやまないと、イ
ライラしてしまうことは誰にでも起こりえます。
しかし、泣きやまないからといって、激しく揺
さぶらないでください。赤ちゃんや小さな子ど
もは激しく揺さぶられると、見た目にはわかり
にくいですが、頭（脳や網膜）に損傷を受け、重
い障害が残ったり、命を落としたりすることも
あります。赤ちゃんを安全なところに寝かせて、
その場を少しの間でも離れ、自分をリラックス
させましょう。

問い合わせ　健康福祉課　☎0287-92-1119

このコーナーでは、健康福祉課で行っている事業についてご紹介します。

　地域の子どもを対象とした「こどもまつり」が10月17日に小
川総合福祉センター多目的集会室で行われました。　「こうまの
会」主催のこの事業は、　親子とのふれあいを目的に毎年行われ
ています。会場には、たくさんの親子が訪れ、ヨーヨーつりや
ペットボトルボーリングなど様々な遊びに挑戦していました。

オレンジリボンは、
児童虐待防止の
シンボルマークです。

にお電話

あの子、
もしかしたら
虐待を受けて
いるのかしら…

子育てが辛くて
つい子どもに
あたってしまう…

近くに子育てに
悩んでいる
人がいる…

お近くの
児童相談所

専門家が
対応いたします。

こんなときにはすぐお電話ください。

1 8 9
いち はや く

～ 11 月は児童虐待防止推進月間です～　「もしかして」あなたが救う小さな手
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たのしい絵本と紙しばいの会　　 　　  
・11月19日（木）午前10時30分～
・12月  ３日（木）午前10時30分～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご参加ください。

婦人ボランティアのおはなし会　　　　 
・12月12日（土）午後２時～
・場所　馬頭図書館　児童室
　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
絵本や紙しばいを読んでくれます。
　おはなしの後は「クリスマス飾り」を作ります。

読書会　　   　　　　　　　　　　　 
・12月９日（水）午後１時30分～
・場所　馬頭図書館・視聴覚室
・テキスト 「余命」  五木 寛之／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。

高校生ボランティアのおはなし会　　　 
・11月15日（日）午後２時～
・場所　馬頭図書館 児童室
　馬高ボランティア部の方たちがたのしい紙しばいや
絵本を読んでくれます。
　おはなしの後は、トイレットペーパーの芯で「おもし
ろめがね」を作ります。

ＪＶＣのおはなし会　　　　　　  　　
・11月28日（土）午後２時～
・場所 小川図書館 絵本コーナー
   ジュニアボランティアズクラブの方たちが、たのし
い紙しばいや絵本を読んでくれます。 
　おはなしの後は、紙皿で「シーソー」を作ります。

小川おはなし会　　　　　　　　  　　
・12月５日（土）午前10時30分～　　　　　
・場所　小川図書館　絵本コーナー
　おはなしじょうずなボランティアさんが絵本を読ん
でくれます。
　おはなしの後は、紙皿で「クリスマスリース」を作り
ます。

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９２－５０１５

馬頭図書館　11月21日～12月19日のお休み
日 月 火 水 木 金 土

11/21

22 23 24 25 26 27 28
29 30 12/1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

開館時間
平日　午前9時30分
　　　　 ～午後6時
土日　午前9時
　　　　 ～午後5時
☎０２８７－９6－２３３５

小川図書館　11月21日～12月19日のお休み
日 月 火 水 木 金 土

11/21

22 23 24 25 26 27 28
29 30 12/1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19

図書館コーナー
ホームページ　http://www.town.tochigi-nakagawa.lg.jp/40library/index.html

小川図書館 馬頭図書館
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七
里
／
著

◇
『
帰
蝶
』

諸
田　

玲
子
／
著

◇
『
和
モ
ダ
ン
手
づ
く
り
年
賀
状
』日

貿
出
版
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編

◇
『
ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
の
お
い
し
い
厳
選
！
魚
介
レ
シ
ピ
』

ク
ッ
ク
パ
ッ
ド
株
式
会
社
／
監
修

◇
『
新
幹
線
か
ら
見
え
る
日
本
の
名
城
』

加
唐　

亜
紀
／
著

◇
『
病
気
に
な
ら
な
い
全
身
ス
ト
レ
ッ
チ
』　
　
　

中
野 

ジ
ェ
ー
ム
ズ　

修
一
／
監
修

◇
『
は
な
ち
ゃ
ん
の
み
そ
汁
』 

安
武　

信
吾
／
原
作

◇
『
か
ご
に
の
っ
て
』  

と
よ
た　

か
ず
ひ
こ 

／
著

◇
『
み
て
！
』

高
畠　

那
生 

／
著

◇
『
テ
レ
ビ
の
ず
る
や
す
み
』

村
上　

し
い
こ
／
作

◇
『
だ
っ
て
お
さ
る
だ
も
ん
』

 

サ
ト
シ
ン
／
作

◇
『
が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん
』  斉
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洋
／
作

◇
『
ど
う
ぶ
つ
え
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は
お
お
さ
わ
ぎ
』
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宮　

由
紀
子
／
作

◇
『
は
ず
か
し
が
り
や
の
バ
ナ
ナ
く
ん
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岡
田　

よ
し
た
か
／
作

◇
『
さ
か
な
だ
っ
て
ね
む
る
ん
で
す
』 

伊
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敏
／
写
真

◇
『
よ
し
よ
し
』

 

三
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太
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／
作

◇
『
ル
ル
と
ラ
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の
ミ
ル
キ
ー
プ
リ
ン
』

あ
ん
び
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や
す
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／
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紙
面
の
都
合
上
、
新
着
資
料
の
紹
介
は
、
一
部
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
新
着
図
書
の
検
索
が
で
き

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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ふ
た
り
の
歴
史
作
家
が
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後

７０
年
の
一
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面
で
も
あ
る
大
河
ド

ラ
マ
の
意
味
合
い
、
主
要
作
品
が

生
ま
れ
た
時
代
背
景
と
そ
の
評

価
に
つ
い
て
、
互
い
の
歴
史
観
を

交
え
な
が
ら
大
い
に
論
じ
合
う
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２
０
１
５
年
で
原
作
出
版
７０
周

年
を
迎
え
る
、「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー

マ
ス
」。
ト
ー
マ
ス
と
な
か
ま
た
ち

の
最
新
情
報
を
一
挙
公
開
。
ト
ー

マ
ス
誕
生
秘
話
や
、テ
レ
ビ
シ
リ
ー

ズ
全
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
掲
載
。

ポ
プ
ラ
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／
刊

『
大
河
ド
ラ
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日
本
人
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一
般
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『
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス
大
図
鑑
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書	

那珂川町
図書館

星 

亮
一
・
一
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太
郎
／
著

寄
贈
【
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月
20
日
受
付
分
ま
で
】

あ
り
が
と
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ご
ざ
い
ま
す

○
図
書
館
へ

図
書
「
朝
鮮
と
は
何
か
」
匿
名
（
大
山
田
上
郷
）

図
書
「
図
書
館
の
主
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巻
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匿
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○
教
育
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２
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山
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哉
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庫
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神
戸
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）

１
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県
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川
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青
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郡
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○
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村
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雄
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千
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県
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県
春
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）

○
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会
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２
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ザ
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お知らせ お知らせ

　理容店、美容店、クリーニング
店、めん類業飲
食店、一般飲食
店のお店選びは、
厚生労働大臣認
可の S マーク登
録店で!!
問い合わせ　
公益財団法人栃木県生活衛生営業指
導センター　☎028-625-2660

　国の教育ローンは高校・大学等へ
入学または在学する学生・生徒の保
護者向けの公的融資制度です。
融資限度額　
学生・生徒1人につき350万円
利率　
年2.15％（平成27年10月1日現在）
融資対象の学校と利用できる世帯の
年収に要件があります。詳しくは下
記へお問い合わせください。
問い合わせ　国の教育ローンコール
センター　☎0570-008-656
または☎03-5321-8656

対象　各学科に関連する事業所等に
就職している方で、雇用保険又は建
設業の一人親方等の労災保険に加
入している方（加入予定者も含む）。
再就職の準備中の方、フリーターの
方など。
募集内容

学　科 定 員 期 間
木造建築科 10名 3年
建築設計科 10名 2年
広告美術科 10名 2年

フラワー装飾科 20名 2年
募集期間　
平成28年3月19日（土）まで
問い合わせ　宇都宮共同高等産業
技術学校（火～土曜日 午前10時～
午後4時）☎028-622-1271

●なす風土記講座（第６回）
内容　「那須のゆりがね、那須の鉄」
日時　11月22日（日）
午後1時30分～3時
場所　那珂川館講堂　　　
講師　金子智美（当館学芸員）、
鈴木志野（当館学芸員）
※参加費は無料です。
●第23回特別展　那須の歴史をひ
もとくⅠ「那須官衙の時代‐律令期
地域社会の移り変わり‐」
期間　11月23日（月・祝）まで
場所　第一会場：湯津上館　　
第二会場：那珂川館
●学芸員による展示解説
期日 
11月23日（月・祝）午後1時30分～
場所　湯津上館　参加費　無料　
定員　20名（予約不要）
●特別陳列　えと展「申を考古学する」
会期　12月12日（土）～平成28年1
月17日（日）
会場　那珂川館
開館時間　午前9時30分～午後5時

（入館は4時30分まで）
休館日　月曜日（祝日の場合は開館）
●古代文字講座　「古代文字を学ん
で消しゴムはんこをつくろう！」
期日　12月12日（土）　
午前9時30分～12時
会場　那珂川館講堂
講師　小勝雅明氏
定員　30名（要予約）　
参加費　300円
持ち物　彫刻刀またはカッター
●学芸員による展示解説
期日　①12月12日（土）　
②平成28年1月11日（月・祝）　
各午後1時30分～
開催場所　那珂川館展示室
参加費　無料　
定員　20名（予約不要）
申し込み・問い合わせ
なす風土記の丘資料館　　
☎0287-96-3366　FAX0287-96-3340

募集人員　
40名（高校推薦・社会人含む）
受験資格　
平成28年3月に高等学校卒業見込み
の方・高等学校を卒業している方又
はこれと同等の資格を有する方・修
業期間中、勉学に専念できる方
修業年限　3年（全日制）
試験日　12月19日（土）
試験会場　国際医療福祉大学塩谷看
護専門学校（塩谷病院敷地内）
願書受付期間　
11月27日（金）～12月11日（金）
入学願書を希望される方・詳しい内
容については、下記へお問い合わせ
ください。
問い合わせ　
国際医療福祉大学塩谷看護専門学校
事務部　☎0287-44-2322

開催日時　
11月29日（日）午前10時～午後3時
対象　
県内在住の方。30名程度（先着順）
参加費　無料（昼食代は自己負担）
主な見学先　
①よろこびの森（小砂地区）
②カタクリの里（三輪地区）
③奥山整備事業現場（薬利地区）
服装・持ち物等　
汚れてもよい服装、歩きやすい靴、
帽子、雨具、飲み物等
その他　・�旅行保険に加入します
　　　　　（主催者負担）
・�昼食場所はそば店ですので苦手な

方は弁当を持参してください
募集期間　11月17日（火）まで
申し込み・問い合わせ
県北環境森林事務所　
☎0287-23-6363
午前8時30分～午後5時（平日のみ）

　J-ALERT（全国瞬時警報システム）
の全国一斉試験を行います。音声告
知機および屋外スピーカーから試験
音声が流れますので、ご理解とご協
力をお願いいたします。
日時 11月25日（水） 午前11時ごろ
問い合わせ
総務課  ☎0287-92-1111

募集定員及び貸与額　
・高等学校奨学生　
　5名程度（月額13,000円）
・短大（専門学校）奨学生
　2名程度（月額30,000円）
・大学奨学生
　2名程度（月額30,000円）
※奨学金の返済（無利子）あり
募集期間　
11月19日（木）～12月18日（金）
申し込み・問い合わせ　
学校教育課　☎0287-96-2114

募集定員及び給付額
・高等学校奨学生
　7名（月額10,000円）
・大学奨学生　3名（月額25,000円）
※奨学金の返済は不要
募集期間
11月19日（木）～12月18日（金）
申し込み・問い合わせ　
学校教育課　☎0287-96-2114

職種・採用予定人数　
一般事務　1名
受験資格　昭和61年4月2日から平
成6年4月1日までに生まれた方
日程　
第1次試験　12月13日（日）
試験内容　第1次試験　教養試験（高
等学校卒業程度）・適応性検査
会場　栃木県自治会館
申込受付期間
11月16日（月）～11月26日（木）
（土日・祝日を除く）
　詳しくは、下記へお問い合わせください。
問い合わせ　県市町村総合事務組合
☎028-625-3011

募集の条件等
・健康でやる気のある方
・教員免許状所有の方
・塩谷・南那須地区内へ通勤可能な方
募集期間　平成28年1月中旬まで
採用について　書類選考・面接の上、
3月上旬頃までに連絡します。
申し込み方法
　塩谷南那須教育事務所のホーム
ページにある履歴書又は市販の履歴
書に必要事項を記入の上、下記へ送
付してください。
申し込み・問い合わせ
〒329-2163　矢板市鹿島町20-22
塩谷南那須教育事務所
☎0287-43-0176　FAX 0287-43-0535

日時　11月23日（月・祝）
午前9時～午後3時
内容　施設内見学、刑務所作業製品
の展示販売、イベント、バザーなど
場所　黒羽刑務所
問い合わせ
黒羽刑務所　☎0287-54-1198

11月はSマーク標準営業約款
普及登録促進月間です

なす風土記の丘資料館
からのお知らせ

国際医療福祉大学塩谷看護専門
学校看護学生募集（一般入試）

のお知らせ

「国の教育ローン」
のお知らせ

とちぎの元気な森づくり
バスツアーのお知らせ

宇都宮共同高等産業技術学校
（職業訓練校）生徒募集のご案内

J-ALERT（全国瞬時警報システム）
全国一斉試験のお知らせ

栃木県市町村総合事務組合
職員採用試験のご案内

平成28年度塩谷・南那須地区
公立小中学校県採用・市町採用

非常勤講師の募集について平成28年度那珂川町奨学生
募集のお知らせ

第32回黒羽矯正展
開催のお知らせ

平成28年度
那珂川町菊池俊男奨学金
奨学生募集のお知らせ

★ケーブルテレビ企画番組

時　間 番　組　名
5:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
6:00

文字放送
6:30
7 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
7:30 文字放送
8:00

アグリネット
8:30
9 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ
9 :30 文字放送
10:00

栃木県提供番組
10:30
11:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
11:30

文字放送
12:00
12:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
13:00

企画番組・文字放送
13:30
14:00

文字放送
14:30
15:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
15:30

文字放送
16:00
16:30
17:00
17:30 サイエンスバトル
18:00 THE MAKING
18:30

企画番組・文字放送
19:00
19:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
20:00

栃木県提供番組
20:30
21:00 サイエンスフロンティア21
21:30 NewsなかがわＴＯＷＮ
22:00

企画番組・文字放送
22:30
23:00 NewsなかがわＴＯＷＮ
23:30

文字放送0:00
0 :30
1 :00 NewsなかがわＴＯＷＮ

朝まで 文字放送

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

【お知らせ】
都合により予告なく番組を変更

することがあります。
EPGでの確認をお願いします。

日　付 番　組　名

11/９～11/15 第10回
南那須地区音楽祭（前編）

11/16～11/22 第10回
南那須地区音楽祭（後編）

11/23～11/29 馬頭中央保育園運動会
11/30～12/６ 馬頭南保育園運動会
12/７～12/13 大内保育園運動会
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11月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　	 8,925 人（ －7）
 　女　	 8,733 人（－17）
 　計　17,658 人（－24）
 世帯数  6,123     （   10）
（　）内は前月との比較

　

こ
ん
に
ち
は
、地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
小こ

鮒ぶ
な

千ち

文ふ
み

で
す
。家
族
三
人

で
こ
の
町
に
引
っ
越
し
て
半
年
が

経
ち
ま
し
た
。当
初
は
環
境
の
変

化
に
な
か
な
か
馴
染
め
ず
に
い
ま

し
た
が
、桜
色
の
春
、ひ
ぐ
ら
し
の

声
響
く
夏
を
越
え
て
、黄
金
色
の

秋
に
な
り
、よ
う
や
く
日
々
暮
ら
し

や
季
節
の
移
ろ
い
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。初
秋
に
は
、少

し
ず
つ
野
菜
の
収
穫
を
迎
え
、直

売
所
に
卸
せ
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し

た
。大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、地
域
の
方
々
の
温
か
い
人
柄

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
半
年
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。里
山
で
の
暮
ら
し
を

持
続
さ
せ
る
に
は
思
い
だ
け
で
な

く
具
体
的
な
知
恵
や
経
験
、人
の

繋
が
り
が
必
要
な
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

半
年
間
は
、食
に
ま
つ
わ
る
仕
事

の
経
験
を
活
か
し
、イ
ベ
ン
ト
の

お
手
伝
い
や
特
産
品
を
認
定
し
て

ま
と
め
た
ブ
ラ
ン
ド
冊
子
の
取
材

や
制
作
を
行
い
ま
し
た
。那
珂
川

町
が
ど
ん
な
町
な
の
か
把
握
す
る

た
め
様
々
な
方
と
お
会
い
し
た
り
、

地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た
り

し
ま
し
た
。そ
の
中
で
、人
と
人
と

の
繋
が
り（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）が
大

切
だ
と
感
じ
、10
月
よ
り
次

世
代
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り

の
お
手
伝
い
を
す
べ
く
準
備

を
は
じ
め
ま
し
た
。将
来
的

に
地
域
内
外
の
人
と
人
が
繋
が
る

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
は
、町
の
農
産
物
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
特
産
品
の
企
画
開
発
・
販
売

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と「
那
珂

川
町
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
」

や「
農
産
物
の
６
次
化
」の
講
習
会

で
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。12
月
か

ら
は「
広
報
な
か
が
わ
」で
食
に
ま

つ
わ
る
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
ま
す
。

テ
ー
マ
別
に
ほ
ぼ
月
一
回
の
ペ
ー

ス
で
那
珂
川
町
の
食
材
を
活
か
し

た
レ
シ
ピ
や
旬
の
食
情
報
を
綴
る

予
定
で
い
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
お
楽

し
み
に
。

第４回「小砂焼き挑戦！」
那珂川町の伝統的焼物『小砂焼』で
マグカップを作りましょう。
開催日時　11月29日（日）　
午後1時30分～3時
参加費　1000円（材料費相当）
定員　12名（先着順）
場所　
馬頭広重美術館　視聴覚研修室
講師　藤田眞一先生
申し込み・問い合わせ
馬頭広重美術館　☎0287-92-1199

　労働保険は雇用保険と労災保険を
総称したものです。労働者を一人で
も雇用する事業所はすべて加入する
ことになっています。おすみでない
事業主の方は、すぐに加入手続きを
行ってください。未手続事業に対し
ては、職権成立、認定決定をするこ
ととなります。
問い合わせ
宇都宮公共職業安定所
☎028-638-0369
宇都宮労働基準監督署　
☎028-633-4251

日時　12月13日（日）
午後1時～3時（12時30分開場）
場所　小川総合福祉センター
あじさいホール
内容　
1部　まほろばがたり会員発表
2部　美寿々すみこ　唄語り
定員　
300名（定員になり次第締め切り）
入場料　無料ですが、入場券が必要
です。下記へご連絡ください。
申し込み・問い合わせ　
まほろばがたり　渡辺恵子
☎0287-96-2668

日時　12月10 日（木） 
午後1時30分～4時30分
会場　トコトコ大田原3階市民交流
センター
定員　18名（事前予約制）
対象者　
那珂川町、大田原市、那須塩原市、
那須町、矢祭町、大子町の住民
内容　栃木県弁護士会に所属する弁
護士（2名）が相談に応じます。
※相談時間は、1人20分
申し込み　12月3日（木）から相談日
前日までに、下記まで電話にてご予
約ください。定員になり次第、受付
は終了します。
申し込み・問い合わせ　
大田原市総合政策部総務課総務法規係
☎0287-23-1111

日時　11月21日（土） ※雨天実施
午前9時35分～午後2時25分
場所　県立南那須特別支援学校 
体育館及び各教室
内容　演技発表、製品販売とイベン
ト、作品展見学等
問い合わせ　県立南那須特別支援学校
☎0287-88-7571

馬頭広重美術館
ワークショップのご案内

八溝山周辺地域定住自立圏の
広域無料法律相談のお知らせ

交流学習発表会「こぶし祭」
開催のお知らせ

11月は
『労働保険適用促進強化期間』です

那珂川町合併10周年記念
花えみのつどいのお知らせ

ゆるキャラグランプリR2015

 投票は11月16日（月）まで

下水道への接続はお済みですか？
　町では、市街地とその周辺地域
を中心として、下水道の整備を行っ
ています。下水道は生活排水(洗濯、
お風呂、トイレのし尿、台所の水等)
を浄化し、きれいになった水を川
に放流しています。
○下水道を利用することで
・川の水がきれいになります。
・水洗トイレが使えます。
・�汚れた水が側溝へ流れなくなり、
悪臭や蚊、ハエの発生を防ぎます

　下水道区域のみなさんに利用し
ていただかなければ、水路の汚れ
や悪臭はなくなりません。生活環
境をより良いものにするためにも、
１日も早く下水道に接続くださる
ようお願いいたします。
　また、下水道の区域以外にお住
いの方は、浄化槽を新たに設置す
る場合、補助金制度をご利用頂け
ます。
問い合わせ　
上下水道課　
☎0287-92-2002

宇都宮メディア・アーツ専門学校
４コマ漫画

馬頭温泉郷

まんがアート科
小池　春菜さん

応援よろしくお願いします♡

お
く
や
み
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平成26年度　那珂川町観光写真コンテスト受賞作品

入選「御前岩の秋」杉本　靜さん（片平）

入選「佳日」
江川　清さん（宇都宮市）

　松木平吉が所有していた版木は「開運！なんでも鑑定団」に
登場する浮世絵の鑑定士、渡辺章一郎さんの祖父、庄三郎さ
んの手に渡りました。当館で所蔵している「猫と提灯」は、そ
の版木を使って昭和１７年に摺られたものです。この版木一
式は今も渡辺版画店に残っています。　

馬頭広重美術館　主任学芸員　長井裕子

【会　　期】	

	 後期：11月23日（月）まで

【開館時間】
	 午前9時30分より午後5時まで
	 （但し入館は午後4時30分まで）

【広重紅葉祭りのお知らせ】
	� 毎年恒例の「広重紅葉祭り」が11月15日（日）に行われ

ます。当日は、広重美術館の入館料が無料になりますの
で、ぜひご来館下さい。

【休 館 日】	
	 月曜日・祝日の翌日

【入 館 料】　　
	 大　人	 700円（630円）
	 高・大学生	 400円（360円）
	 ※（ ）は20名以上の団体料金。
	 ※中学生以下は無料。
	 ※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い1名は半額

　猫に追われて明るい光を
放つ提灯に逃げ込んだねず
み。尻尾を押さえつけられ、
まさに絶体絶命の瞬間で
す。口先が提灯を突き破り、

提灯の中で焦っている様子が目に浮かびます。
　光と影が複雑な色合いで表現されているこの「猫と提灯」と
いう作品は、まるで油絵や銅版画のように見えますが、実
は木版画で作られています。
　「猫と提灯」は、明治10年（1877）に明治政府主導で行われ
た第1回内国勧業博覧会に出品するために作られました。こ
れを博覧会に出品したのは版元の松木平吉という人です。版
元は、今でいう出版会社と本屋を兼ねた存在で、プロデュー
サーでもありました。清親は松木平吉の依頼で洋画風の原
画を描き、その絵をもとに彫師が板を彫り、摺師が版画に
仕上げました。摺り重ねた回数はなんと35回!前代未聞の
凝りようです。
　博覧会に出品された点数は全部で84,352点で、優秀作に
は賞牌や褒状が授与されました。松木平吉も褒状を授与され
た一人です。厳密に言うと、褒状は「錦絵ならびに絵本、団
扇絵」を作成する活動に対してのもので、松木を代表とする
22名の版画制作関係者のグループに与えられました。清親
の「猫と提灯」は、グループのリーダーであった松木平吉が、
当時の木版画における最先端かつ最高技術を誇示するため
のデモンストレーションとして制作されたものだったので
す。
　明治時代になると西洋から写真やリトグラフ、エッチン
グ、油絵などの新しい技術が海外から入ってきて、木版画
はだんだんとその地位が脅かされてきました。やりすぎな
ほど手が掛けられたこの作品には、日本の浮世絵が、それ
らに負けないものだという主張や制作者たちの気概が感じ
られます。

「猫と提灯」　小林清親

秋季特別展　没後１００年　小林清親展

－新しい時代の息吹と浮世絵の終焉－




